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B-35)CongenitalbTaimも㍊moTの1治験例
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悪阻は在虹10遇2flで吸引分娩にて出牛.Apg(,lr 8

/9点,頭囲 3Ll.Ocm,体重 3100gであ･･止 .しかし.
!l:.後日 =1よi)嘱沌少なく∴酎虹 発熱.大泉門膨隆が

託められ,生後4日目に Ap嘗aT望点となった.東部

膿療内出血を認め,当科紹介となった中盤後10日目で頭

囲 35.3(,m.体qt-.2916gであ i).体力の帖 毎を持っ

て生後22日目に脳腫藤堂摘出術施行した.H…E染色で

IlStrO(lytOmElgradp3土診断さ畑 VFJP頼法を追加

shumもを施行.術後壊ヶ月の現在,再発なく麻痔も認め

ず寛解状態を保っている,また,免疫組織学的検索にて

Nel且TObla離omaと思われる所見も認めており,更な

る組織学的検索を行っている,

B-36)Hemangioblastoma診断における201-
thallitlm SI)ECTの有rl冊:.

近藤 健男･隈部 俊宏

･･:yl:･ :∴ :∴ ･ ･･ .

liM11之Ing･iobl(lStOma (玉IB) に 201-thこ111ium

(201Tl)SPECTを施行 し,HB の鑑別診断における

有用性を検討した.<対象および方法>5例の後頭壷寓

HB と4例の をほ 以外の強い造影効果を有する後頭壷

滞睡癌 (C()ntrollをj･相打lLi討した.洲 Tlを静注 し.

15分緩 くeaT且yima賢哲)と3時間後 はe且ayedimage)

に撮像を行った.腺癌部の20豆で且の取り込みを正常部位

11'1yCLdimag(.LTlい1とし/た.また rt)tt=lntionin(le∑

撒EI)を計算し,比較検討を行った.REI- 伴IE-

Tll､〕)/TIE.<結果>TIF,は t-1B で 2.75±0.63.
comもTOlで3.94±1,93(m紺n±SD)と両群間に有

意な差を認めなかったホTIDは HB で 1,62士OA3,

ContTOlで3.09±1.37と HBにおいて低い傾向であっ

たが,有意な差を認めなかった.REIは HB で0透1

±0.08.LTOntrOlで0.20±0.07と ITBにおいて純計

学的に有窓に高値であった (p<0.01上 <結語>HB

においては,201Tlは earlyimageで中等度の取 り

込みを認めるが,早期に渡癌か ら washoutされ,

舶layedima酢 においではほとんど取り込みを認めな

か--_lJ+I.洲TISPE('Tによる RElの皆川が.I.lBを

機の遺影効果を有する腺癌との鑑別に有用であった.

R-371 肝芽腫にたいする ICE療法の効果

用上 蓋太 ･惑山 草正

慧窟伸二慕4斎野 轟く法綴 叢)

肝芽腫に女十寸-る Isoralllide.CDDP,Etoposidp併

用による化学療法 ｢ILIE療法｣の効果について報告寸~

る.(対象/方法)適意 2年間に当科で経験した,生検に

より線織の確義した妊穿健望例と原発巣の観梅が確定し

ている播種例3例に射して行った 菩CE療法の効果と副

作用に関して検討した.薬剤投与恩は,原則として松谷

らの厚生省珪会議のプロトヨー射 二準 じた.放射線療法

に関しても間接である.(結果)5症例とも ICE療法

開始後7110日の画像評価で,すでに著明な腺癌縮小効

果を認めた.さらに,3サイクル終了時には4例で CR

を得た.脊髄播種を里 した 1例は放射線療法を追加 し

たが PR であった.また,この症例は 王CE療法3サ

イ ク ルと趨サイクルの間の4ケ月間に更に第3脳室底へ

の播 種を里した.副作用に関しては,全例で骨髄抑制が

生じたが,GCSF等の投与で全例回復 した,出血性操

舵炎は認めていない.(結語)ICE療法は旺芽涯に対 し

て極 め て 有 効 だ が ,一一部の 王CE抵抗性の妊芽渡の治療

が 今 後 の 課 題 と 考えられる.

B-38) 髄芽腫に射する化学放射線療法を用いた

集学的治療

池田 潤 .浅間克行
工 ∴ .･'l:I,I.,

髄芽腫治療の予後改善を目的として,1991年より

pl､OSPeL-tilでStudy とLて行-)ている.tCE LIFO/

LlT)T)P/･'vp116)化学療法と放射線療法併用1しローコ…

舟の治療成績を報告する.対象は,過去8年間に経験 し

た髄芽腫16例で,年齢は,8ケ月から12歳 (平均5.6歳)

である.診断後早期に全摘出を目指して手術し,術後早

期よりICE療法を開始し,4週間隔で8回行うことを

原則とした,2.5歳未満の症例では化学療法を発行 し,

2_5歳となってから照射を行い,2.5歳以上では,全脳脊

髄照射を化学療法に平行して行った.初期効果判定時の
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奏効平は8800であった.最終追跡時点で 月''･均追跡期間

3鍾ヶ月)での生存率は,69%であった.また,生存例の

QOL はいずれも良好であった 死亡柳 ま,治療が薬効

しなかった2例と再発の3例であった.本プロトコール

は,髄芽腫に対して有効である.特に,中枢神経系への

放射線照射が禁忌である乳幼児に対する補助療法として

期待し得るものである.

B139) 中桁神韓系悪性リンパ腫の治療成績と問
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[目的〕我利ま中枢神経系悪性uンパ渡に対 し,定位

的生検後化学療法としての ACNU3-Vessels動注

療法と放射線療法の併用療法を初期治療として行ってき

た.今回は,本療法を行う上で問題と思われた点につい

て報告する.[対象,方法]対象は,過去 確年間に本療

法を行った Bcenlymphoma17例である (平均年齢

57,2歳).ACNU を両側内務動脈 (C2)及び椎骨動

娩100-150mg/m2投与後,放射線療法として食膳30

-逢OGy,局所10-20Gy行うプロトコールとした.莱

テロイドホルモンは,治療初期一時的に使用した,[結

果]本療法の MR三上の効果は,CR 15例,PR 2例

で有効率は100%である.しかし,4-46m の追跡調

査では既に6例で再発 日 -16m),4例が死亡 (6m,

13m,lam,28m)している,M況i上の再発部位は,

局所再発2例,遠隔再発鐘例でヲ早期再発例では,40-

50Gyの照射野から再発していた.[結語〕本療法後の

再発例の検討と,他臓器の悪性リンパ腫との比較から,

本疾患の病態上の問題点を考察する.

B一朝) 脳神経外科患者における肺塞栓症の検討
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瞳 的3脳外科周婚期合併症のひとつである肺塞栓症

(pulmonarythTOmboembolism,以下 PT齢 につ

いて報告する. 【対象と方法】I)TE15刑を対象とIL.I,た.

年齢は46-77歳 (平均63歳)で男性6例,女性9例であ

る.基礎疾患,診断までの経過ヲ治療と転帰について検
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討した.【結果】1)AN.脳腫壊.ICH (7)術後が各々.1

例,舶丁aiAVFの塞栓術後 2例,AVM の術後 i例

である.21卜服し明削良を伴う de･(lpVE･inthr(川1bosis

(以下 DVT)が術後10-21日目に出現した6例では肺

血流 Seintigram などで PTFJと早期診断し得た. ･

方,6-85日削こ突然の呼吸症状で発症した9例は,節

動娩撮影や剖検で PTE と診断した.このうち5例は

片麻埠などの/ため11-1L)0日間 t)p(1r･pst(引火態にあ.･)

た.3)DVT と診断した6例では恩肢のバンヂ-ジ予

低分子ヘパリンの投与∴打太静脱へのフィルタ-挿入に

よi)DVTと PTFjは改善した.突然発症した9刑中6

例は死亡したが,3例は低骨子へパ竜]ンなどの投与によ

り回復した. g結語量男議外科周術期において,衆然発症

型の PTEの予後は不良であった,Be捜restや片麻輝

を有する患者では DVTや PTEが潜在している可能

性を念頭に置き,早期診断,治療にあたることが重要で

ある,

B-確1)申頭蓋席 に発生 した Capillary he-
mangiomaの一例
渡辺美雷雄
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症例は8歳,男子.持続する頭痛を主訴に来院.単純

CTにて左側頭葉に広汎な低吸収域を認め,増強 CT

にて中頭蓋底に接した直径約2cm の境界明瞭な環状

造影されるmassを認めた,MR言では,Tlでmixed,

T2で hi琶himtensiもYを里しており,CT と同様な造

影効果を認めた.脳血管撮影では,anteTioTtemporal

aTteryより造影される腫療血管を認めた.subtempo-

ralappTOaehにて渡蕩摘出術を施行 した.腫癌は硬

膜に付着しており,脳実質との境界は明瞭であった.付

着部の硬膜を含め肉眼約に金摘した中術後,患者の症状

は消失し,神経脱落症状なく退院した,病理組織診断は

Capillaryheman欝ioma であった中本膿壕の中枢神

経系での発生は稀であり,文献的考察を加え,報告する.


